
 

 

 

 

 

 

 

昨年２０２０年は、多くの音楽家の記念年となっていました。 

特に有名な作曲家が【ベートーヴェン】です。生誕２５０年と 

いう記念の年だったそうです。今日は、記念年になっている音楽 

家についてお伝えします。他にもたくさんの著名な音楽家の“記 

念年”でしたが、一例としてご紹介します。 

 

 

【 L.V.Beethoven 】（ルードヴィッヒ・ヴァン・ベートーヴェン）：生誕２５０周年。 

１７７０年１２月１６日頃に誕生、１８２７年３月２６日、５６歳で亡くなりました。 

ドイツの作曲家・ピアニスト。日本では「楽聖」（極めて優れている音楽家を称えて呼ぶこと）

と呼ばれるほど、音楽史上極めて重要な作曲家の１人。「交響曲 第５番（運命）」、「交響曲 第

９番（歓喜の歌）」、「ヴァイオリンソナタ 第５番（春）」、「ピアノソナタ 第８番（悲愴）」、

「ピアノソナタ 第１４番（月光）」、「ピアノソナタ 第２３番（熱情）」、「エリーゼのために」

などが有名です。 

【性格】怒りやすい、気まぐれ、プライドが高い、 

潔癖症（手洗いと洗濯はマメにしていたそうです） 

几帳面（大好きなコーヒー豆も１粒１粒数えていたそうです） 

【特技】即興演奏（楽譜がない状況で、自由に作曲しながら演奏する） 

ピアノ・ヴィオラの演奏 

→ 初めての作曲は１１歳。生涯に作曲した楽曲数は３００曲以上！ 

【格言】「苦悩を突き抜ければ歓喜に至る」 

２０代で耳の病気を発症し、４０代では全く耳が聴こえなくなってしまったベート

ーヴェン。そのため、「苦悩を乗り越えた後には、本当の喜びがある」と願っていたそ

うです。何事にも辛いことや苦しいことはあるけれど、最後まで諦めずに頑張ったか

らこそ、得られる喜びを信じていたベートーヴェンらしい格言ですね。 

 

※ 公益財団法人ソニー音楽財団（Sony Music Foundation）提供資料より抜粋 

 

３年生の教科書に、ベートーヴェンについて掲載されています。 

また、リコーダー演奏で「よろこびの歌」を２学期に少し練習した児童もいます。 

全員で階名（ドレミ等の音の名前）を歌いながら、リコーダーの運指を確認しました。 

この状況が落ち着いたら、全員で演奏練習をしたいなと話したところです。 
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【 Gabriel Fauré 】（ガブリエル・フォーレ）：生誕１７５周年。 

１８４５年５月１２日に誕生、１９２４年１１月４日に亡くなりました。フランス出身。 

 

【 Carl Orff 】（カール・オルフ）：生誕１２５周年。 

１８９５年７月１０日に誕生、１９８２年３月２９日に亡くなりました。ドイツ出身。 

ジャンルにとらわれない作曲家として有名だが、最も興味をもって取り組んだことはリトミッ

クという音楽教育の１つ。 

 

【 武満 徹 】（たけみつ とおる）：生誕９０周年。 

１９３０年１０月８日に誕生、１９９６年２月２０日に亡くなりました。 

日本を代表する現代音楽家。独学で音楽を学び、和楽器を取り入れた「ノヴェンバー・ステッ

プス」が有名。 

 

【 Josef Strauβ 】（ヨーゼフ・シュトラウス）：没後１５０周年。 

１８２７年８月２０日に誕生、１８７０年７月２２日に亡くなりました。オーストリア出身。 

作曲家・指揮者として有名で、ワルツやポルカ等の踊りの音楽をたくさん作曲しました。 

 

【 Franz vonl Suppé 】（フランツ・フォン・スッペ）：没後１２５周年。 

１８１９年４月１８日に誕生、１８９５年５月２１日に亡くなりました。オーストリアの作曲

家。「ウィンナ・オペレッタの父」と呼ばれ、指揮者や歌手としても活動しました。バレエ音

楽等多数の舞台音楽も作曲していました。 

 

【 Pietro Mascagni 】（ピエトロ・マスカーニ）：没後７５周年。 

１８６３年１２月７日に誕生、１９４５年８月２日に亡くなりました。イタリアのオペラ作曲

家・指揮者。代表作「カヴァレリア・ルスティカーナ」は、現在でもＣＤで入手することがで

きるほど、評価の高い作品。 

 

 

 

今年２０２１年は、 

ヴィヴァルディ（没後２８０年）、モーツァルト（没後２３０年）、リスト（生誕２１０年）、 

ヴェルディ（没後１２０年）、サン＝サーンス（没後１００年） 

などをはじめ、 

中田彰（没後９０年）、岡野貞一（没後８０年）、武満徹（没後２５年）、團伊玖磨（没後２０年） 

などの日本人の音楽家も“記念の年”を迎えています。 

 


